
ごあいさつ 

９月定例議会で審議した令和６年度９月補正予算は、一般会計で約４億 500 万円の増額となり、 

財源については、令和５年度決算により生ずる見込みの余剰金で対応します。主な内容としては、 

放課後児童クラブの更なる受け皿確保に係る経費などを編成したものです。 

私が委員長を務める市民・産業委員会では、令和７年５月末に施行予定である戸籍法改正への対応

方法、アリーナ整備事業や大河ドラマ誘致に向けての活動について、検討・議論を行っております。

岡山市が活気づき、住みよい街となるよう取り組んで参りますので、皆さんから引き続きのご支援を

賜りますよう、よろしくお願いします。 
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Ｑ．おおむね 65 歳以上の方を対象に、早い段階

から介護予防に取り組んでいただくことで 

要介護状態になることを防ぐことを目的に、  

フレイル健康チェックを実施していますが、 

高齢者が増加していく中で事業の充実させる 

動きがあるのか、ご所見をお聞かせください。 

※フレイルとは、 

健康な状態と要 

介護状態の中間 

の段階のこと。 

Ａ．フレイル健康チェックについては、多くの方

に受けていただけるようスーパーマーケットや

老人クラブ等へ出向いて測定会を実施してお

り、前年度から 3,000 人以上多い 7,552 人の方

に測定を受けていただいています。開催場所や

実施方法により適正が異なるため、これまでの

成果をフィードバックし、民間企業と連携 

を含め考える必要があると思っております。 

 また、現在の対象より若い世代に対しても 

健康意識を高めていただくことにつながる啓発

活動を進めてまいりたいと考えております。 

(後河正浩 保険福祉局長) 

岡山城の魅力アップついて 

Ｑ．リニューアルオープン効果の継続や、「夏の

烏城灯源郷」をはじめとする多彩なイベントを 

実施したことなどから、令和５年度の来場者数は

438,327 人で歴代２位となりました。来場者数の

分析結果と今後の取り組みとして、何が必要と 

感じているかお示し下さい。 

Ａ．来場者数について、夏休みやゴールデン 

ウィークの期間や秋の観光シーズンが多く 

なっており、冬や梅雨の時期に少なくなる傾向

となっております。今後の取り組みについて、 

来場者が減少する冬季の取り組みとして、催事

にあわせたミニイベントや謎解きイベントなど

の実施、知名度アップの取り組みとして、大都市

圏のイベントでのＰＲなどに取り組んでおり 

ます。   (木内啓子 観光ＭＩＣＥ担当局長) 

https://otaeiji.jp/


大河ドラマ誘致の取り組みについて 

 10 月 12 日より、戦国宇喜多家の大河ドラマ誘致に向けた署名活動が始まっています。手書きでの 

署名は、岡山城や岡山市役所観光振興課で署名ができます。 

また、特設サイトではＷｅｂ署名ができます。Ｗｅｂ署名をしていただくと、「宇喜多家 家臣団証」

がプレゼントされます。 

大河ドラマ次元のため、是非この機会に署名をいただきますよう、皆さんのご協力をよろしくお願い

いたします。 

特設サイトも 

チェック 


